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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エアロゾル発生物品であって：
たばこプラグと；
前記たばこプラグの下流に配置されたマウスピースと；
前記たばこプラグ内に配置された抵抗発熱体であって、前記抵抗発熱体が、前記たばこプ
ラグの上流端から突き出した上流部分を含み、前記抵抗発熱体を備えた前記エアロゾル発
生物品がエアロゾル発生装置に挿入された際に、前記抵抗発熱体の前記上流部分が、少な
くとも2つの装置電気接点から電気エネルギー供給を受けるための、少なくとも2つのヒー
ター電気接点を備えた、前記抵抗発熱体と、を含む、前記エアロゾル発生物品。
【請求項２】
　前記抵抗発熱体が、細長い電気的に絶縁された基体上に設けられた電気抵抗加熱トラッ
クを含み、前記電気抵抗加熱トラックが、前記少なくとも2つのヒーター電気接点と電気
的に接続している、請求項1に記載のエアロゾル発生物品。
【請求項３】
　前記細長い電気的に絶縁された基体が、ロッド、ニードル、ピン、ブレード、またはコ
ーンのうちの1つの形態に成形される、請求項2に記載のエアロゾル発生物品。
【請求項４】
　前記抵抗発熱体の前記上流部分が電気絶縁材料のディスクを含み、前記ディスクが前記
たばこプラグの上流端に隣接する下流側面を含み、前記細長い電気的に絶縁された基体が
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前記ディスクの前記下流側面から下流に延び、前記ディスクが前記少なくとも2つのヒー
ター電気接点が設けられた上流側面をさらに含む、請求項2または請求項3に記載のエアロ
ゾル発生物品。
【請求項５】
　前記ディスクおよび前記たばこプラグの両方が実質的に円形断面形状を有し、前記ディ
スクの直径が前記たばこプラグの直径と実質的に同一である、請求項4に記載のエアロゾ
ル発生物品。
【請求項６】
　エアロゾル発生装置の装置固定要素と相互作用するように構成された物品固定要素をさ
らに含んで、前記エアロゾル発生物品を前記エアロゾル発生装置内に取り外し可能に保持
する、請求項1～5のいずれかに記載のエアロゾル発生物品。
【請求項７】
　前記ヒーター電気接点のうちの少なくとも1つおよび／または前記装置電気接点のうち
の少なくとも1つが、前記エアロゾル発生物品が前記エアロゾル発生装置に挿入された際
に、対応する装置電気接点と電気的に接触した前記ヒーター電気接点を取り外し可能に保
持するように構成された磁化された材料を含む、請求項1～6のいずれかに記載のエアロゾ
ル発生物品。
【請求項８】
　前記エアロゾル発生物品が、前記エアロゾル発生物品の長軸方向軸を中心とした実質的
に円形断面形状を有し、前記少なくとも2つのヒーター電気接点が、前記エアロゾル発生
物品の前記長軸方向軸を中心とした環状形状を備えた第一のヒーター電気接点と、前記エ
アロゾル発生物品の前記長軸方向軸を中心とした円形形状または環状形状を備えた第二の
ヒーター電気接点と、を含み、前記第二のヒーター電気接点の外径が前記第一のヒーター
電気接点の内径よりも小さく、前記第二のヒーター電気接点が前記第一のヒーター電気接
点の内側に配置された、請求項1～7に記載のエアロゾル発生物品。
【請求項９】
　電気加熱式エアロゾル発生システムであって、
請求項1～7のいずれかに記載のエアロゾル発生物品と；
エアロゾル発生装置であって、前記エアロゾル発生装置が、
前記エアロゾル発生物品の少なくとも上流部分を受けるためのくぼみを含む管状ハウジン
グと；
前記管状ハウジング内の電気エネルギー供給源と；
前記電気エネルギー供給源に接続した少なくとも2つの装置電気接点であって、前記少な
くとも2つの装置電気接点が、前記くぼみの上流端に配置され、および前記エアロゾル発
生物品が前記くぼみに挿入された際に前記少なくとも2つのヒーター電気接点に接触する
ように構成されて、電気エネルギーを前記電気エネルギー供給源から前記抵抗発熱体に伝
送する、前記少なくとも2つの装置電気接点と、を備えた前記エアロゾル発生装置と、を
含む前記電気加熱式エアロゾル発生システム。
【請求項１０】
　前記少なくとも2つの装置電気接点が、第二の装置電気接点から間隙を介した第一の装
置電気接点を含み、前記エアロゾル発生物品が、前記エアロゾル発生物品の長軸方向軸を
中心とした実質的に円形断面形状を有し、前記少なくとも2つのヒーター電気接点が、前
記エアロゾル発生物品の前記長軸方向軸を中心とした環状形状を備えた第一のヒーター電
気接点と、前記エアロゾル発生物品の前記長軸方向軸を中心とした円形形状または環状形
状を備えた第二のヒーター電気接点と、を含み、前記第二のヒーター電気接点の外径が前
記第一のヒーター電気接点の内径よりも小さく、前記第二のヒーター電気接点が前記第一
のヒーター電気接点の内側に配置された、請求項9に記載の電気加熱式エアロゾル発生シ
ステム。
【請求項１１】
　エアロゾル発生物品を製造する方法であって、前記方法が、
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たばこプラグおよびマウスピースを提供することと；
ラッパーを前記たばこプラグおよび前記マウスピースの少なくとも一部の周りに包装して
、前記マウスピースを前記たばこプラグの下流端に固定することと；
細長い電気的に絶縁された基体上の電気抵抗加熱トラックと、電気エネルギー供給を受け
るための、および前記電気抵抗加熱トラックに接続した、少なくとも2つのヒーター電気
接点と、を含む抵抗発熱体を提供することと；
前記細長い電気的に絶縁された基体の少なくとも一部を、前記たばこプラグの上流端で前
記たばこプラグに挿入することであって、前記抵抗発熱体の上流部分が前記たばこプラグ
の前記上流端から突き出し、前記抵抗発熱体の前記上流部分が電気エネルギー供給を受け
るための前記少なくとも2つのヒーター電気接点を備えた、前記挿入することと、を含む
、前記方法。
【請求項１２】
　前記細長い電気的に絶縁された基体が、ロッド、ニードル、ピン、ブレード、またはコ
ーンのうちの1つの形態に成形され、前記細長い電気的に絶縁された基体の少なくとも一
部を前記たばこプラグに挿入する工程が、前記ロッド、前記ニードル、前記ピン、前記ブ
レード、または前記コーンを前記たばこロッドに挿入することを含む、請求項11に記載の
方法。
【請求項１３】
　前記抵抗発熱体の前記上流部分が電気絶縁材料のディスクを含み、前記ディスクが、前
記少なくとも2つのヒーター電気接点が提供される上流側面と、前記電気的に絶縁された
基体が延びる下流側面とを含み、前記細長い電気的に絶縁された基体の少なくとも一部を
前記たばこプラグに挿入する工程が、前記ディスクの前記下流側面が前記たばこプラグの
前記上流端に隣接するまで前記細長い電気的に絶縁された基体を挿入することを含む、請
求項11または請求項12に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ディスクおよび前記たばこプラグの両方が実質的に円形断面形状を有し、前記ディ
スクの直径が前記たばこプラグの直径と実質的に同一である、請求項13に記載の方法。
【請求項１５】
　請求項1に記載されたエアロゾル発生物品で使用するためのたばこプラグを製造する方
法であって、
抵抗発熱体を成形ベルト上に配置することであって、前記抵抗発熱体が電気エネルギー供
給を受けるための少なくとも2つのヒーター電気接点を備えた、前記配置することと；
前記成形ベルト上にたばこスラリーを堆積させることと；
前記たばこスラリーを乾燥し、前記抵抗発熱体を含む乾燥たばこシートを形成することと
；
前記抵抗発熱体を含む前記乾燥たばこシートをたばこプラグ内に形成することであって、
前記抵抗発熱体が、前記たばこプラグ内に配置され、および前記たばこプラグの上流端か
ら突き出した上流部分を含み、前記抵抗発熱体の前記上流部分が電気エネルギー供給を受
けるための前記少なくとも2つのヒーター電気接点を備えた、前記形成することと、を含
む、前記方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一体型の発熱体を備えたエアロゾル発生物品に関する。また、本発明は一体
型の発熱体を備えたエアロゾル発生物品を含む、電気加熱式エアロゾル発生システムに関
し、ならびに、たばこプラグ、および各々が一体型の発熱体を備えたエアロゾル発生物品
を製造する方法に関する。
【０００２】
　一つのタイプのエアロゾル発生システムは、電気的に作動する喫煙システムである。既
知の手持ち式の電気的に作動する喫煙システムは、一般的に、電池と、制御電子回路と、
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電気ヒーターとを備えたエアロゾル発生装置を含み、該電気ヒーターは、エアロゾル発生
装置での使用専用に設計された喫煙物品を加熱するためのものである。一部の例では、喫
煙物品は、たばこプラグなどのエアロゾル形成基体のプラグを含み、エアロゾル発生装置
内に収容されるヒーターは、喫煙物品がエアロゾル発生装置に挿入される際にエアロゾル
形成基体に挿入される。しかし、電気ヒーターは使用中にエアロゾル形成基体からの材料
で汚れ、また装置内部の電気ヒーターを清掃することは、困難であり得る。場合によって
は、ヒーターが適切に清掃できない場合、装置全てを廃棄することが必要であり得る。さ
らに、装置から喫煙物品を取り外すことが困難である場合もあり、これによって、ヒータ
ーにダメージを与えることなく装置から喫煙物品を取り外すことを容易にする、専用の取
り出しツールの必要性が生じうる。
【０００３】
　したがって、ヒーターの汚れ、およびエアロゾル発生装置から物品を取り出すのが困難
であるという問題に対処する、エアロゾル発生物品および電気加熱式エアロゾル発生シス
テムを製造することが望ましい。
【０００４】
　本発明の第一の態様によると、たばこプラグと、たばこプラグの下流に配置されたマウ
スピースと、たばこプラグ内に配置された抵抗発熱体とを含む、エアロゾル発生物品が提
供される。抵抗発熱体は、たばこプラグの上流端から突き出した上流部分を含み、抵抗発
熱体を備えたエアロゾル発生物品がエアロゾル発生装置に挿入された際に、抵抗発熱体の
上流部分が、少なくとも2つの装置電気接点から電気エネルギー供給を受けるための、少
なくとも2つのヒーター電気接点を含む。
【０００５】
　本明細書で使用される場合、「エアロゾル発生物品」という用語は、加熱された際にエ
アロゾルを形成しうる揮発性化合物を放出するたばこプラグを含む物品を意味する。
【０００６】
　本明細書で使用される場合、「エアロゾル発生装置」という用語は、エアロゾル発生物
品と相互作用してエアロゾルを発生させる装置を意味する。エアロゾル発生装置は、エア
ロゾル発生物品内の抵抗発熱体を作動させる電気エネルギー供給源を含む。
【０００７】
　本明細書で使用される時、「上流」および「下流」という用語は、ユーザーがエアロゾ
ル発生物品を吸い込む時のエアロゾル発生物品を通る気流の方向に関して本発明によるエ
アロゾル発生物品の構成要素または構成要素の部分の相対的な位置を記述するために使用
される。特に、ユーザーが物品を吸い込む際に、空気は上流端から下流端まで下流方向に
流れる。
【０００８】
　抵抗発熱体を、エアロゾル発生装置の一部としてではなく、エアロゾル発生物品の一部
として提供することによって、本発明は、既知の電気加熱式エアロゾル発生システムに関
連した問題のうちの少なくともいくつかに対処する。特に、一体型の抵抗発熱体を備えた
エアロゾル発生物品を提供することによって、ヒーターがエアロゾル発生装置内に固定さ
れた再利用可能なヒーターである既知の電気加熱式エアロゾル発生システムでの事例のよ
うに、エアロゾル発生装置内に収容される発熱体からの汚れを除去する必要性がなくなる
。また、エアロゾル発生物品内に抵抗発熱体を提供することによって、装置内の固定され
た発熱体では専用の取り出しツールを使用しなければ物品を取り除くことが困難となりう
る既知の電気加熱式エアロゾル発生システムと比較して、エアロゾル発生装置から物品を
取り外すことが容易になりうる。
【０００９】
　一部の実施形態では、抵抗発熱体は、細長い電気的に絶縁された基体上に設けられた電
気抵抗加熱トラックを含んでもよく、そこで、該電気抵抗加熱トラックは、少なくとも2
つのヒーター電気接点と電気的に接続している。電気的に絶縁された基体上に電気抵抗加
熱トラックを設けることによって、抵抗発熱体の分割製造が容易になることで、エアロゾ
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ル発生物品の製造が簡易化でき、該抵抗発熱体は、エアロゾル発生物品の残りの部分が構
設された後に、たばこプラグに挿入可能となる。
【００１０】
　抵抗発熱体は、消費者が抵抗発熱体をたばこプラグに挿入することができるように、エ
アロゾル発生物品の残りの部分とは別個に消費者に提供されうる。この構成は、抵抗発熱
体が複数のエアロゾル発生物品で再利用可能となる実施形態において、特に有用である。
あるいは、抵抗発熱体は、エアロゾル発生物品の製造中に各たばこプラグに挿入されても
よい。
【００１１】
　抵抗発熱体をたばこプラグに挿入しやすくするために、細長い電気的に絶縁された基体
は、ロッド、ニードル、ピン、ブレード、またはコーンのうちの1つの形態に成形される
ことが好ましい。さらに、または別の方法として、細長い電気的に絶縁された基体は、1
つ以上の鋸歯状端部を含んでもよく、そこで、鋸歯は、抵抗発熱体がたばこプラグに挿入
されやすく、かつ抵抗発熱体がたばこプラグから取り外されにくくなるように成形される
。こうした鋸歯状端部を提供することで、有利なことに、エアロゾル発生物品がエアロゾ
ル発生装置から取り外される際に、抵抗発熱体がたばこプラグから外れないようにするこ
とができる。
【００１２】
　別の実施形態では、細長い電気的に絶縁された基体はらせん形状を有してもよく、その
結果、抵抗発熱体はたばこプラグに螺合され、およびたばこプラグから螺脱されるが、た
ばこプラグに直接押し込まれたり、たばこプラグから直接引き抜かれたりできないように
なる。したがって、らせん形状を利用することで、エアロゾル発生物品がエアロゾル発生
装置から取り外される際に、抵抗発熱体がたばこプラグから外れないようにすることがで
きる。
【００１３】
　抵抗発熱体が本発明によるエアロゾル発生物品の製造中に各たばこプラグに挿入される
実施形態では、抵抗発熱体は、エアロゾル発生物品の残りの部分とともに使い捨てとなる
のが典型的である。こうした実施形態では、抵抗発熱体は、低コストの金属および金属合
金などの低コスト材料で構成されるのが好ましい。
【００１４】
　あるいは、抵抗発熱体は、複数のエアロゾル発生物品で再利用可能であってもよい。例
えば、エアロゾル発生物品のパックは単一の抵抗発熱体とともに提供されてもよく、喫煙
された後、抵抗発熱体は、各エアロゾル発生物品のたばこプラグから取り外され、次のエ
アロゾル発生物品に挿入される。こうした実施形態では、抵抗発熱体をより高コストの材
料から製造しても、コスト効果が高くなりうる。例えば、再利用可能な抵抗発熱体は、非
導電性セラミックで形成された細長い電気的に絶縁された基体を含みうる。
【００１５】
　電気的に絶縁された基体は、好ましくは摂氏約700度まで、より好ましくは摂氏約800度
までの動作温度で動作可能である。さらに、または別の方法として、使用中の抵抗発熱体
の動作温度は、摂氏約250度であってもよく、摂氏約300度であるのがより好ましい。
【００１６】
　電気抵抗加熱トラックを形成するための適切な材料としては、ドープされたセラミック
などの半導体、「導電性」のセラミック（例えば、二ケイ化モリブデンなど）、炭素、黒
鉛、金属、金属合金、ならびにセラミック材料および金属材料でできた複合材料が挙げら
れるが、これらに限定されない。こうした複合材料は、ドープされたセラミックまたはド
ープされていないセラミックを含む場合がある。適切なドープされたセラミックの例とし
ては、ドープシリコン炭化物が挙げられる。適切な金属の例としては、チタン、ジルコニ
ウム、タンタル、および白金族の金属が挙げられる。適切な合金の例は、ステンレス鋼、
ニッケル-、コバルト-、クロミウム-、アルミニウム-チタン-ジルコニウム-、ハフニウム
-、ニオビウム-、モリブデン-、タンタル-、タングステン-、スズ-、ガリウム-、マンガ
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ン-および鉄を含有する合金、およびニッケル、鉄、コバルト、ステンレス鋼系の超合金
、Timetal（登録商標）および鉄-マンガン-アルミニウム系の合金を含む。
【００１７】
　一部の実施形態では、電気抵抗加熱トラックは、電気抵抗性のある材料（ステンレス鋼
など）の1つ以上のスタンピングした部分を含む。あるいは、電気抵抗加熱トラックは、
加熱用のワイヤーまたはフィラメント（例えばNi-Cr（ニッケル－クロム）、白金、タン
グステンもしくは合金のワイヤー）を含みうる。
【００１８】
　抵抗発熱体が、細長い電気的に絶縁された基体上に設けられた電気抵抗加熱トラックを
含む実施形態のいずれかにおいて、抵抗発熱体の上流部分は電気絶縁材料のディスクを含
んでもよく、そこで、ディスクはたばこプラグの上流端に隣接する下流側面を含み、細長
い電気的に絶縁された基体はディスクの下流側面から下流に延び、ディスクは少なくとも
2つのヒーター電気接点が設けられた上流側面をさらに含む。
【００１９】
　上流端に電気絶縁材料のディスクを備えた抵抗発熱体を提供することによって、たばこ
プラグが形成された後に抵抗発熱体がたばこプラグに挿入される実施形態では、有利なこ
とに、抵抗発熱体のたばこプラグへの挿入が容易になる。具体的には、細長い電気的に絶
縁された基体は、電気絶縁材料のディスクの下流側面がたばこプラグの上流端に隣接する
ように抵抗発熱体がたばこプラグに挿入された際に、細長い電気的に絶縁された基体、よ
って抵抗加熱トラックが、たばこプラグ内に正しく配置されるようなサイズとしうる。
【００２０】
　また、有利なことには、電気絶縁材料のディスクの上流側面は、少なくとも2つのヒー
ター電気接点を設けることができる大きい表面積を提供し、これにより、抵抗発熱体の製
造が容易になる。
【００２１】
　電気絶縁材料のディスクは、細長い電気的に絶縁された基体と同一の絶縁材料で形成さ
れうるか、または異なる材料で形成されうる。好ましくは、電気絶縁材料のディスクおよ
び細長い電気的に絶縁された基体は、同一の材料で形成される。抵抗発熱体の製造を簡易
化するために、電気絶縁材料のディスクおよび細長い電気的に絶縁された基体は、単一片
の電気絶縁材料から一体型に形成されることが好ましい。例えば、抵抗発熱体は、電気絶
縁材料を電気抵抗加熱トラックの周囲に成形またはキャスティングすることによって、形
成されうる。
【００２２】
　抵抗発熱体が電気絶縁材料のディスクを含む実施形態のいずれかにおいて、ディスクお
よびたばこプラグの両方が実質的に円形断面形状を有することが好ましく、そこで、ディ
スクの直径はたばこプラグの直径と実質的に同一である。これにより、有利なことに、抵
抗発熱体のたばこプラグへの適正な挿入が容易になる。例えば、抵抗発熱体がエアロゾル
発生物品の製造中に各たばこプラグに挿入される実施形態では、管状ガイドを用いて、電
気絶縁材料のディスクが確実にたばこプラグと同軸上に配置されるようにしうる。
【００２３】
　上述の実施形態のいずれかにおいて、エアロゾル発生物品は、エアロゾル発生装置の装
置固定要素と相互作用するように構成された物品固定要素をさらに含むことが好ましく、
これにより、エアロゾル発生物品をエアロゾル発生装置内に取り外し可能に保持する。エ
アロゾル発生物品をエアロゾル発生装置内に取り外し可能に保持することによって、有利
なことに、物品固定要素は、エアロゾル発生物品の加熱中に、ヒーター電気接点と、対応
するエアロゾル発生装置の装置電気接点との間で信頼性の高い電気接点が確実に維持され
るようにしうる。
【００２４】
　物品固定要素は、エアロゾル発生装置に挿入されたエアロゾル発生物品を含む電気加熱
式エアロゾル発生システムの通常使用の間、エアロゾル発生物品に対してかかる力がヒー
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ター電気接点と装置電気接点との間の電気接点を切断するには不十分となるように構成さ
れる一方で、消費者が抵抗発熱体を含むエアロゾル発生物品をエアロゾル発生装置から簡
易に取り外すことができるようにも構成されるのが好ましい。例えば、抵抗性のヒーター
要素が、抵抗性のヒーター要素の上流端に設けられた磁化された材料を含んでもよく、該
磁化された材料は、エアロゾル発生装置内に設けられた磁化された材料または非磁化であ
るが強磁性の材料と相互作用する。特に好ましい実施形態では、ヒーター電気接点のうち
の少なくとも1つが磁化された材料を含み、エアロゾル発生物品がエアロゾル発生装置に
挿入された際に、磁化された材料を含む少なくとも1つのヒーター電気接点が、対応する
少なくとも1つの装置電気接点と磁気的に引き合って、対応する装置電気接点と電気的に
接触したヒーター電気接点を取り外し可能に保持する。こうした実施形態では、物品固定
要素は、磁化された材料を備えた少なくとも1つのヒーター電気接点を含む。磁化された
材料を備えた少なくとも1つのヒーター電気接点に対応する1つ以上の装置電気接点も、ま
た、磁化された材料を含みうる。あるいは、磁化された材料を備えた少なくとも1つのヒ
ーター電気接点に対応する1つ以上の装置電気接点は、非磁化であるが強磁性の材料を含
みうる。
【００２５】
　別の実施形態では、装置電気接点のうちの少なくとも1つが磁化された材料を含み、エ
アロゾル発生物品がエアロゾル発生装置に挿入された際に、磁化された材料を含む少なく
とも1つの装置電気接点が、対応する少なくとも1つのヒーター電気接点と磁気的に引き合
って、対応する装置電気接点と電気的に接触したヒーター電気接点を取り外し可能に保持
する。こうした実施形態では、装置固定要素は磁化された材料を備えた少なくとも1つの
装置電気接点を含み、物品固定要素は1つ以上の対応するヒーター電気接点を含む。磁化
された材料を備えた少なくとも1つの装置電気接点に対応する1つ以上のヒーター電気接点
も、また、磁化された材料を含みうる。あるいは、磁化された材料を備えた少なくとも1
つの装置電気接点に対応する1つ以上のヒーター電気接点は、非磁化であるが強磁性の材
料を含みうる。
【００２６】
　さらなる別の実施形態では、物品固定要素および装置固定要素は、エアロゾル発生物品
をエアロゾル発生装置内に保持するように機械的に相互作用しうる。例えば、エアロゾル
発生装置は、エアロゾル発生物品を受けるテーパー付くぼみを含んでもよく、該テーパー
付くぼみは、くぼみのテーパー付表面とエアロゾル発生物品の外側表面との間に締まりば
めを提供する。こうした実施形態では、くぼみは装置固定要素を形成し、エアロゾル発生
物品の外側表面は物品固定要素を形成する。あるいは、異なる機械的な相互作用が、エア
ロゾル発生物品とエアロゾル発生装置との間に提供されてもよい。例えば、エアロゾル発
生物品は、バヨネット接続の雄部を含んでもよく、これがエアロゾル発生装置内に設けら
れた対応するバヨネット接続の雌部と相互作用する。こうした実施形態では、バヨネット
接続の雄部と雌部とが、それぞれ物品固定要素と装置固定要素とを形成する。抵抗発熱体
が電気絶縁材料のディスクを含む実施形態では、バヨネット接続の雄部は、電気絶縁材料
のディスクで提供されるのが好ましい。
【００２７】
　上述した実施形態のいずれかにおいて、エアロゾル発生物品は、実質的に円形断面形状
を有しうる。こうした実施形態では、少なくとも2つのヒーター電気接点は、第二のヒー
ター電気接点から間隙を介した第一のヒーター電気接点を含んでもよく、そこで、エアロ
ゾル発生物品はエアロゾル発生物品の回転の向きを示す割り出しインジケータをさらに含
む。エアロゾル発生物品の割り出しインジケータを提供することで、有利なことに、消費
者がエアロゾル発生物品をエアロゾル発生装置に適正な向きで挿入することを補助し、そ
の結果、少なくとも2つのヒーター電気接点が、エアロゾル発生装置の内部に設けられう
る対応する装置電気接点と整列して接触する。
【００２８】
　例えば、エアロゾル発生物品は、割り出しインジケータを形成する、隆起部または圧痕



(8) JP 6833701 B2 2021.2.24

10

20

30

40

50

などの成形された部分を含みうる。こうした実施形態では、割り出しインジケータは、エ
アロゾル発生装置上の対応して成形された部分と協働しうる。例えば、エアロゾル発生物
品は、物品の外側表面に溝を含んでもよく、これがエアロゾル発生装置の内部表面上の対
応して形成された隆起部と整列して、物品の装置への挿入を可能にすべきである。
【００２９】
　さらに、または別の方法として、割り出しインジケータは、エアロゾル発生物品の外側
表面に設けられた1つ以上のしるしを含んでもよく、これがエアロゾル発生装置に設けら
れた対応するしるしと整列すべきである。こうした実施形態では、少なくとも1つのしる
しは、エアロゾル発生物品がエアロゾル発生装置に挿入された場合にも消費者に見える状
態のままになるように、エアロゾル発生物品の下流端に設けられるのが好ましい。
【００３０】
　別の実施形態では、エアロゾル発生物品は、エアロゾル発生物品の長軸方向軸を中心と
した実質的に円形断面形状を有してもよく、そこで、少なくとも2つのヒーター電気接点
は、エアロゾル発生物品の長軸方向軸を中心とした環状形状を備えた第一のヒーター電気
接点と、エアロゾル発生物品の長軸方向軸を中心とした円形形状または環状形状を備えた
第二のヒーター電気接点と、を含む。第二のヒーター電気接点の外径は、第一のヒーター
電気接点の内径よりも小さく、第二のヒーター電気接点は第一のヒーター電気接点の内側
に配置される。
【００３１】
　有利なことには、ヒーター電気接点の第一の接点を、第一のヒーター電気接点の内側で
エアロゾル発生物品の長軸方向軸と同軸上に配置された第二のヒーター接点との環状接点
として形成することで、エアロゾル発生物品の回転の向きとは独立したヒーター電気接続
構成が提供される。したがって、こうした実施形態では、割り出しインジケータが必要で
はない可能性があり、これはヒーター電気接点とエアロゾル発生装置の装置電気接点と間
の適正な接続が、装置に対する物品の回転の向きがいかなる向きでも達成できるからであ
る。
【００３２】
　上述した実施形態のいずれかにおいて、エアロゾル発生物品は、エアロゾル発生物品の
タイプを示すデータを格納するための物品データストレージ装置をさらに含みうる。さら
に、または代わりに、物品データストレージ装置は、エアロゾル発生物品の加熱プロファ
イルに関連するデータを格納しうる。
【００３３】
　エアロゾル発生物品が物品データストレージ装置を含む実施形態では、エアロゾル発生
物品は、エアロゾル発生装置の1つ以上の装置データ電気接点に接続するための1つ以上の
物品データ電気接点をさらに含むことが好ましい。
【００３４】
　物品データストレージ装置および物品データ電気接点のうちの少なくとも1つは、物品
データストレージ装置が読み取り専用モードの際にのみアクセスできるように構成されう
る。例えば、物品データストレージ装置は、エアロゾル発生物品のタイプを物品データ電
気接点および装置データ電気接点を介してエアロゾル発生装置に伝達してもよく、その結
果、エアロゾル発生装置は、装置データストレージ装置内に格納された1つ以上の加熱プ
ロファイルから適切な加熱プロファイルを選択することができる。別の方法として、物品
データストレージ装置は、適切な加熱プロファイルを、物品データ電気接点および装置デ
ータ電気接点を介してエアロゾル発生装置に伝達することができる。
【００３５】
　あるいは、物品データストレージ装置および物品データ電気接点のうちの少なくとも1
つが、物品データストレージ装置が読み書き可能モードの際にアクセスできるように構成
されうる。例えば、エアロゾル発生装置は、上述のように、物品データストレージ装置か
ら、エアロゾル発生物品のタイプおよび適切な加熱プロファイルのうちの少なくとも1つ
を読み取ることができる。さらに、または代わりに、エアロゾル発生装置は、物品データ
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ストレージ装置にデータを書き込むことができる。例えば、エアロゾル発生装置は、エア
ロゾル発生物品が喫煙されたことを示すために、物品データストレージ装置にデータを書
き込むことができる。喫煙されたエアロゾル発生物品がエアロゾル発生装置に再び挿入さ
れると、エアロゾル発生装置は、物品データストレージ装置からエアロゾル発生物品が喫
煙されたことを示すデータを読み取り、したがって、物品が再び喫煙されるのを防止する
ことができる。
【００３６】
　エアロゾル発生物品が物品データストレージ装置を含む実施形態では、物品データスト
レージ装置は抵抗発熱体上に設けられるか、または抵抗発熱体と一体型に形成されるのが
好ましい。例えば、抵抗発熱体が電気絶縁材料のディスクを含む実施形態では、物品デー
タストレージ装置は、電気絶縁材料のディスク上に、または該ディスク内に設けられるの
が好ましい。同様に、エアロゾル発生物品が1つ以上の物品データ電気接点を含む実施形
態では、物品データ電気接点は、電気絶縁材料のディスクの上流側面に設けられるのが好
ましい。
【００３７】
　上述した実施形態のいずれかにおいて、たばこプラグは、少なくとも1つのエアロゾル
形成体、すなわち、加熱に伴いエアロゾルを発生させる基体を含みうる。エアロゾル形成
体は、例えば、ポリオールエアロゾル形成体または非ポリオールエアロゾル形成体としう
る。これは、室温で固体または液体でありうる。適切なポリオールは、ソルビトール、グ
リセロール、およびプロピレングリコールまたはトリエチレングリコールなどのグリコー
ルを含む。適切な非ポリオールは、一価アルコール（メントールなど）、高沸点炭化水素
、酸（乳酸など）、およびエステル（ジアセチン、トリアセチン、クエン酸トリエチルま
たはミリスチン酸イソプロピルなど）を含む。ステアリン酸メチル、ドデカン二酸ジメチ
ルおよびテトラデカン二酸ジメチルなどの、脂肪族カルボン酸エステルもエアロゾル形成
体として使用されうる。同等または異なる比率でのエアロゾル形成体の組み合わせも使用
されうる。ポリエチレングリコールおよびグリセロールは特に好ましい場合がある一方、
トリアセチンは安定化させるのがより困難であり、また物品内部での移動を防止するため
に封入される必要もありうる。少なくとも1つのエアロゾル形成基体は、ココア、甘草、
有機酸、またはメントールなど1つ以上の風味剤を含みうる。
【００３８】
　たばこプラグは、たばこ葉、たばこの茎の破片、再構成たばこ、均質化したたばこ、押
出成形たばこおよび膨化たばこのうちの1つ以上を含む、粉末、顆粒、ペレット、断片、
スパゲッティ、細片またはシートのうちの1つ以上を含みうる。随意に、たばこプラグは
、たばこプラグの加熱に伴い放出される追加的なたばこまたは非たばこの揮発性風味化合
物を含みうる。随意に、たばこプラグはまた、例えば、追加的なたばこまたは非たばこの
揮発性風味化合物を含むカプセルを含みうる。こうしたカプセルは、たばこプラグの加熱
中に融解しうる。別の方法として、または追加的に、こうしたカプセルは、たばこプラグ
の加熱前、加熱中、または加熱後に潰されうる。
【００３９】
　たばこプラグが均質化したたばこ材料を含む場合、均質化したたばこ材料は、粒子状の
たばこを凝集させることにより形成されうる。均質化したたばこ材料は、シートの形態と
しうる。均質化したたばこ材料は、乾燥質量で5%より多いエアロゾル形成体含有量を持ち
うる。別の方法では、均質化したたばこ材料は、乾燥質量で5～30重量パーセントのエア
ロゾル形成体含有量を持ちうる。均質化したたばこ材料シートは、たばこ葉ラミナおよび
たばこ葉の茎の一方または両方を粉砕またはその他の方法で細かく砕くことにより得られ
る粒子状のたばこを凝集させることによって形成されうるか、あるいは、または追加的に
、均質化したたばこ材料シートは、例えば、たばこの処理、取扱いおよび輸送中に形成さ
れるたばこダスト、たばこの微粉およびその他の粒子状のたばこ副産物の1つ以上を含み
うる。均質化したたばこ材料のシートは、粒子状たばこを凝集するのを補助するために1
つ以上の固有の結合剤を含んでもよく、それはたばこ内因性結合剤、1つ以上の外因性結
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合剤であり、それはたばこ外来性結合剤またはそれらの組み合わせである。別の方法とし
て、または加えて、均質化したたばこ材料のシートは、たばこおよび非たばこ繊維、エア
ロゾル形成体、湿潤剤、可塑剤、風味剤、充填剤、水性および非水性の溶媒およびこれら
の組み合わせを含むが限定されないその他の添加剤を含んでもよい。均質化したたばこ材
料シートは、粒子状たばこおよび1つ以上の結合剤を含むスラリーをコンベヤーベルトま
たはその他の支持表面上にキャスティングし、キャストスラリーを乾燥させて均質化した
たばこ材料シートを形成し、均質化したたばこ材料シートを支持表面から除去することを
一般的に含むタイプのキャスティングプロセスにより形成されることが好ましい。
【００４０】
　エアロゾル発生物品は、およそ30ミリメートル～100ミリメートルの全長を有してもよ
い。エアロゾル発生物品の外径は、およそ5ミリメートル～およそ13ミリメートルとしう
る。
【００４１】
　マウスピースは、エアロゾル発生物品の下流端に位置しうる。マウスピースは、酢酸セ
ルロースフィルタープラグとしうる。マウスピースは、長さおよそ7ミリメートルである
ことが好ましいが、およそ5ミリメートル～およそ10ミリメートルの長さを持ちうる。
【００４２】
　たばこプラグの長さは、およそ10ミリメートルとしうる。しかしながら、たばこプラグ
の長さは、12ミリメートルであることが最も好ましい。
【００４３】
　たばこプラグの直径は、およそ5ミリメートル～およそ12ミリメートルとしうる。
【００４４】
　エアロゾル発生物品は、紙巻たばこであることが好ましい。好ましい実施形態において
、エアロゾル発生物品は、40ミリメートル～50ミリメートルの全長を有する。好ましくは
、エアロゾル発生物品は、およそ45ミリメートルの全長を有する。また、エアロゾル発生
物品の外径は、およそ7.2ミリメートルであることが好ましい。
【００４５】
　本発明は、上述したエアロゾル発生物品を含む電気加熱式エアロゾル発生システムにも
及ぶ。したがって、本発明の第二の態様によれば、上述の任意の実施形態による、本発明
の第一の態様のエアロゾル発生物品と、エアロゾル発生装置と、を含む電気加熱式エアロ
ゾル発生システムが提供される。エアロゾル発生装置は、エアロゾル発生物品の少なくと
も上流部分を受けるためのくぼみを備えた管状ハウジングを含む。また、エアロゾル発生
装置は、管状ハウジング内に電気エネルギー供給源と、電気エネルギー供給源に接続した
少なくとも2つの装置電気接点とを含む。少なくとも2つの装置電気接点は、くぼみの上流
端に配置され、エアロゾル発生物品がくぼみに挿入された際に少なくとも2つのヒーター
電気接点に接触するように構成されて、電気エネルギーを電気エネルギー供給源から抵抗
発熱体に伝送する。
【００４６】
　一部の実施形態では、エアロゾル発生物品およびくぼみの両方が、実質的に円形断面形
状を有しうる。こうした実施形態では、少なくとも2つのヒーター電気接点は、第二のヒ
ーター電気接点から間隙を介した第一のヒーター電気接点を含んでもよく、少なくとも2
つの装置電気接点は、第二の装置電気接点から間隙を介した第一の装置電気接点を含んで
もよい。エアロゾル発生物品およびエアロゾル発生装置はそれぞれ、エアロゾル発生物品
をくぼみ内に受ける際の、エアロゾル発生装置に対するエアロゾル発生物品の回転の向き
を示す割り出しインジケータを含みうる。上述のように、エアロゾル発生物品およびエア
ロゾル発生装置のそれぞれに割り出しインジケータを設けることで、有利なことに、消費
者がエアロゾル発生物品をエアロゾル発生装置に適正な向きで挿入することを補助し、そ
の結果、少なくとも2つのヒーター電気接点が、対応する装置電気接点と整列して接触す
る。
【００４７】
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　エアロゾル発生物品が物品固定要素を含む上述の実施形態のいずれかにおいて、エアロ
ゾル発生装置は、物品固定要素と相互作用するよう構成された装置固定要素を含むことが
好ましく、これにより、エアロゾル発生物品をエアロゾル発生装置内に取り外し可能に保
持する。エアロゾル発生物品をエアロゾル発生装置内に取り外し可能に保持することによ
って、有利なことに、物品固定要素および装置固定要素は、エアロゾル発生物品の加熱中
に、ヒーター電気接点と、対応する装置電気接点との間で信頼性の高い電気接点が確実に
維持されるようにしうる。
【００４８】
　物品固定要素および装置固定要素は、電気加熱式エアロゾル発生システムの通常使用の
間、エアロゾル発生物品に対してかかる力がヒーター電気接点と装置電気接点との間の電
気接点を切断するには不十分となるように構成される一方で、消費者が抵抗発熱体を含む
エアロゾル発生物品をエアロゾル発生装置から簡易に取り外すことができるようにも構成
されるのが好ましい。例えば、抵抗性のヒーター要素が、抵抗性のヒーター要素の上流端
に設けられた磁化された材料を含んでもよく、該磁化された材料は、エアロゾル発生装置
内に設けられた磁化された材料または非磁化であるが強磁性の材料と相互作用する。ある
いは、エアロゾル発生装置は、抵抗性のヒーター要素の上流端に設けられた磁化された材
料または非磁化であるが強磁性の材料と相互作用するように構成された、磁化された材料
を含みうる。
【００４９】
　好ましい実施形態では、ヒーター電気接点のうちの少なくとも1つが磁化された材料を
含み、エアロゾル発生物品がエアロゾル発生装置に挿入された際に、磁化された材料を含
む少なくとも1つのヒーター電気接点が、対応する少なくとも1つの装置電気接点と磁気的
に引き合って、対応する装置電気接点と電気的に接触したヒーター電気接点を取り外し可
能に保持する。こうした実施形態では、物品固定要素は磁化された材料を備えた少なくと
も1つのヒーター電気接点を含み、装置固定要素は1つ以上の対応する装置電気接点を含む
。磁化された材料を備えた少なくとも1つのヒーター電気接点に対応する1つ以上の装置電
気接点も、また、磁化された材料を含みうる。あるいは、磁化された材料を備えた少なく
とも1つのヒーター電気接点に対応する1つ以上の装置電気接点は、非磁化であるが強磁性
の材料を含みうる。
【００５０】
　別の実施形態では、装置電気接点のうちの少なくとも1つが磁化された材料を含み、エ
アロゾル発生物品がエアロゾル発生装置に挿入された際に、磁化された材料を含む少なく
とも1つの装置電気接点が、対応する少なくとも1つのヒーター電気接点と磁気的に引き合
って、対応する装置電気接点と電気的に接触したヒーター電気接点を取り外し可能に保持
する。こうした実施形態では、装置固定要素は磁化された材料を備えた少なくとも1つの
装置電気接点を含み、物品固定要素は1つ以上の対応するヒーター電気接点を含む。磁化
された材料を備えた少なくとも1つの装置電気接点に対応する1つ以上のヒーター電気接点
も、また、磁化された材料を含みうる。あるいは、磁化された材料を備えた少なくとも1
つの装置電気接点に対応する1つ以上のヒーター電気接点は、非磁化であるが強磁性の材
料を含みうる。
【００５１】
　さらなる別の実施形態では、物品固定要素および装置固定要素は、エアロゾル発生物品
をエアロゾル発生装置内に保持するように機械的に相互作用しうる。例えば、エアロゾル
発生物品を受けるくぼみがテーパー付であってもよく、該テーパー付くぼみは、くぼみの
テーパー付表面とエアロゾル発生物品の外側表面との間に締まりばめを提供する。こうし
た実施形態では、くぼみは装置固定要素を形成し、エアロゾル発生物品の外側表面は物品
固定要素を形成する。あるいは、異なる機械的な相互作用が、エアロゾル発生物品とエア
ロゾル発生装置との間に提供されてもよい。例えば、エアロゾル発生物品は、バヨネット
接続の雄部を含んでもよく、これがエアロゾル発生装置内に設けられた対応するバヨネッ
ト接続の雌部と相互作用する。こうした実施形態では、バヨネット接続の雄部と雌部とが
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、それぞれ物品固定要素と装置固定要素とを形成する。抵抗発熱体が電気絶縁材料のディ
スクを含む実施形態では、バヨネット接続の雄部は、電気絶縁材料のディスクで提供され
るのが好ましい。
【００５２】
　例えば、エアロゾル発生物品は、隆起部または圧痕などの成形された部分を含んでもよ
く、これが、エアロゾル発生物品上に割り出しインジケータを形成して、エアロゾル発生
装置上の対応して成形された割り出しインジケータと協働する。例えば、エアロゾル発生
物品は、物品の外側表面に溝を含んでもよく、これがくぼみの内部表面上の対応して形成
された隆起と整列して、物品のくぼみへの挿入を可能にすべきである。
【００５３】
　あるいは、少なくとも2つの装置電気接点は、第二の装置電気接点から間隙を介した第
一の装置電気接点を含んでもよく、そこで、エアロゾル発生物品は、エアロゾル発生物品
の長軸方向軸を中心とした実質的に円形断面形状を有し、少なくとも2つのヒーター電気
接点は、エアロゾル発生物品の長軸方向軸を中心とした環状形状を備えた第一のヒーター
電気接点と、エアロゾル発生物品の長軸方向軸を中心とした円形形状または環状形状を備
えた第二のヒーター電気接点と、を含む。第二のヒーター電気接点の外径は、第一のヒー
ター電気接点の内径よりも小さく、第二のヒーター電気接点は第一のヒーター電気接点の
内側に配置される。
【００５４】
　上述のように、ヒーター電気接点の第一の接点を、第一のヒーター電気接点の内側でエ
アロゾル発生物品の長軸方向軸と同軸上に配置された第二のヒーター接点との環状接点と
して形成することで、有利なことに、エアロゾル発生物品の回転の向きとは独立したヒー
ター電気接続構成が提供される。したがって、こうした実施形態では、割り出しインジケ
ータが必要ではない可能性があり、これは、装置電気接点のうちの1つがくぼみの長軸方
向軸を中心とし、第一の装置電気接点と第二の装置電気接点との間の間隔が第一のヒータ
ー電気接点と第二のヒーター電気接点との間の間隔と同一である場合に、ヒーター電気接
点とエアロゾル発生装置における装置電気接点と間の適正な接続が、装置に対する物品の
回転の向きがいかなる向きでも達成できるからである。一部の実施形態では、第一の装置
電気接点および第二の装置電気接点は、ヒーター電気接点と同じ構成を有しうる。すなわ
ち、第一の装置電気接点は、第二の装置電気接点を囲う環状の電気接点でありうる。
【００５５】
　別の実施形態では、第一の装置電気接点は、第二の装置電気接点を囲う環状の電気接点
であってもよく、その両方がくぼみの長軸方向軸を中心とし、ならびに、ヒーター電気接
点のうちの1つがエアロゾル発生物品の長軸方向軸を中心とし、第一のヒーター電気接点
と第二のヒーター電気接点との間の間隔が第一の装置電気接点と第二の装置電気接点との
間の間隔と同一である場合に、第一のヒーター電気接点および第二のヒーター電気接点は
、任意の構成を有してもよい。こうした構成により、エアロゾル発生物品のエアロゾル発
生装置への挿入が、なおも任意の回転の向きで可能になる。
【００５６】
　エアロゾル発生物品が、物品データストレージ装置と1つ以上の物品データ電気接点と
を含む上述の実施形態のいずれかにおいて、エアロゾル発生装置は、1つ以上の物品電気
接点に接続するための1つ以上の装置データ電気接点を含むことが好ましい。
【００５７】
　物品データストレージ装置および物品データ電気接点のうちの少なくとも1つは、物品
データストレージ装置が読み取り専用モードの際にのみアクセスできるように構成されう
る。例えば、エアロゾル発生装置は、1つ以上の加熱プロファイルを格納する装置データ
ストレージ装置を含んでもよく、そこで、物品データストレージ装置は、エアロゾル発生
物品のタイプを物品データ電気接点および装置データ電気接点を介してエアロゾル発生装
置に伝達し、その結果、エアロゾル発生装置は、装置データストレージ装置内に格納され
た1つ以上の加熱プロファイルから適切な加熱プロファイルを選択することができる。別
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の方法として、物品データストレージ装置は、適切な加熱プロファイルを、物品データ電
気接点および装置データ電気接点を介してエアロゾル発生装置に伝達することができる。
【００５８】
　あるいは、物品データストレージ装置および物品データ電気接点のうちの少なくとも1
つが、物品データストレージ装置が読み書き可能モードの際にアクセスできるように構成
されうる。例えば、エアロゾル発生装置は、上述のように、物品データストレージ装置か
ら、エアロゾル発生物品のタイプおよび適切な加熱プロファイルのうちの少なくとも1つ
を読み取ることができる。さらに、または代わりに、エアロゾル発生装置は、物品データ
ストレージ装置にデータを書き込むことができる。例えば、エアロゾル発生装置は、エア
ロゾル発生物品が喫煙されたことを示すために、物品データストレージ装置にデータを書
き込むことができる。喫煙されたエアロゾル発生物品がエアロゾル発生装置に再び挿入さ
れると、エアロゾル発生装置は、物品データストレージ装置からエアロゾル発生物品が喫
煙されたことを示すデータを読み取り、したがって、物品が再び喫煙されるのを防止する
ことができる。
【００５９】
　エアロゾル発生装置が装置データストレージ装置を含む実施形態では、装置データスト
レージ装置は、上述のように、1つ以上の加熱プロファイルを格納しうる。さらに、また
は別の方法として、装置データストレージ装置は、物品喫煙数、喫煙された物品のタイプ
、および喫煙周期などの使用データを格納してもよい。
【００６０】
　電気エネルギー供給源はDC電圧供与源であってもよい。望ましい実施形態で、電気エネ
ルギー供給源は電池である。例えば、電気エネルギー供給源は、ニッケル水素電池、ニッ
ケルカドミウム電池、またはリチウム系電池（例えばリチウムコバルト電池、リチウム鉄
リン酸塩電池、もしくはリチウムポリマー電池）であってもよい。別の方法として、電気
エネルギー供給源はコンデンサーなど別の形態の電荷蓄積装置としうる。電気エネルギー
供給源は再充電を必要とすることがあり、またエアロゾル発生装置を1つ以上のエアロゾ
ル発生物品とともに使用するのに十分なエネルギーの蓄積を可能にする容量を持つものと
しうる。
【００６１】
　上述の実施形態のいずれかにおいて、管状ハウジングは、1つ以上の気流入口を含み、
消費者が使用中にエアロゾル発生物品を吸い込む際に、空気が電気加熱式エアロゾル発生
システムに流れることを可能にするのが好ましい。好ましくは、1つ以上の気流入口は、
エアロゾル発生物品が完全にエアロゾル発生装置に挿入された際に、エアロゾル発生物品
の上流端に隣接して配置される。
【００６２】
　エアロゾル発生装置は、消費者が吸煙中であることを示す空気流を検出するためのセン
サーをさらに備えうる。空気流センサーは電気機械装置であってもよい。別の方法として
、空気流センサーは、機械式装置、光学式装置、光学機械式装置および微小電気機械シス
テム（MEMS）ベースのセンサーのうちのいずれであってもよい。別の方法として、エアロ
ゾル発生装置は、消費者が吸煙を開始するための手動操作可能なスイッチを備えうる。
【００６３】
　加えて、または別の方法として、エアロゾル発生装置は温度センサーをさらに備えうる
。温度センサーは、抵抗発熱体の温度またはエアロゾル発生物品の温度を検出しうる。温
度センサーは、サーミスタとしうる。別の方法として、温度センサーは、抵抗発熱体の比
抵抗を測定し、測定された比抵抗を温度に対して較正された比抵抗カーブと比較すること
により、抵抗発熱体の温度を導き出すように構成された回路を備えうる。
【００６４】
　エアロゾル発生装置は、抵抗発熱体が起動された時に表示するためのインジケータを含
むことが好ましい。インジケータは、発熱体が起動された時に起動されるランプを備えう
る。さらに、または代わりに、エアロゾル発生装置は、ヒーター電気接点が装置電気接点
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と適正に接触している時を表示するためのインジケータを含みうる。エアロゾル発生装置
が、抵抗発熱体が起動された時およびヒーター電気接点が装置電気接点と適正に接触して
いる時を表示するためのインジケータを含む実施形態では、これらのインジケータは異な
るインジケータでありうるか、または別々のインジケータでありうる。例えば、装置は、
ヒーター電気接点が装置電気接点と適正に接触している時および抵抗発熱体が起動された
時のみに起動する、ランプを備えた単一のインジケータを含みうる。
【００６５】
　上述のいずれかの実施形態において、エアロゾル発生装置は、エアロゾル発生装置が別
の電気的な装置に接続されるようにする外部プラグまたはソケットを備えうる。例えば、
エアロゾル発生装置は、エアロゾル発生装置を別のUSB使用可能な装置に接続できるよう
にするUSBプラグまたはUSBソケットを備えうる。例えば、USBプラグまたはソケットは、
エアロゾル発生装置をUSB充電装置に接続して、エアロゾル発生装置内の再充電可能な電
気エネルギー供給源を充電できるようにしうる。エアロゾル発生装置が装置データストレ
ージ装置を含む実施形態では、USBプラグまたはソケットがさらに、または代わりに、エ
アロゾル発生装置への、もしくはエアロゾル発生装置からの一方向または双方向でのデー
タ転送をサポートしうる。例えば、装置をコンピュータに接続して、使用データなどのデ
ータを装置データストレージ装置からダウンロードしてもよい。さらに、または別の方法
として、装置をコンピュータに接続して、新しいエアロゾル発生物品用の新しい加熱プロ
ファイルなどのデータを装置に転送してもよく、ここで、加熱プロファイルは、装置デー
タストレージ装置内に格納される。
【００６６】
　装置がUSBプラグまたはソケットを含む実施形態で、装置は、使用されていない時にUSB
プラグまたはソケットを覆う取り外し可能なカバーをさらに備えうる。USBプラグまたは
ソケットがUSBプラグである実施形態では、USBプラグはさらに、または別の方法として、
装置内で選択的に格納可能としうる。
【００６７】
　上述のように、抵抗発熱体は、細長い電気的に絶縁された基体上に設けられた電気抵抗
加熱トラックを含みうる。本発明は、上述の実施形態のいずれかによる前述の抵抗発熱体
を含むエアロゾル発生物品を製造する方法にまで及ぶ。したがって、本発明の第三の態様
によれば、上述の実施形態による、本発明の第一の態様のエアロゾル発生物品を製造する
方法が提供され、該方法は、たばこプラグおよびマウスピースを提供することと、ラッパ
ーをたばこプラグおよびマウスピースの少なくとも一部の周りに包装して、マウスピース
をたばこプラグの下流端に固定することと、を含む。抵抗発熱体が提供され、該抵抗発熱
体は、細長い電気的に絶縁された基体上の電気抵抗加熱トラックと、電気エネルギー供給
を受けるための、および該電気抵抗加熱トラックに接続した、少なくとも2つのヒーター
電気接点とを含む。細長い電気的に絶縁された基体の少なくとも一部が、たばこプラグの
上流端でたばこプラグに挿入され、そこで、抵抗発熱体の上流部分がたばこプラグの上流
端から突き出し、該抵抗発熱体の上流部分は、電気エネルギー供給を受けるための少なく
とも2つのヒーター電気接点を含む。
【００６８】
　電気的に絶縁された基体上に電気抵抗加熱トラックを設けることによって、抵抗発熱体
の分割製造が容易になることで、エアロゾル発生物品の製造が簡易化され、該抵抗発熱体
は、エアロゾル発生物品の残りの部分が構設された後にたばこプラグに挿入される。
【００６９】
　抵抗発熱体をたばこプラグに挿入しやすくするために、細長い電気的に絶縁された基体
は、ロッド、ニードル、ピン、ブレード、またはコーンのうちの1つの形態に成形される
ことが好ましく、細長い電気的に絶縁された基体の少なくとも一部をたばこプラグに挿入
する工程は、ロッド、ニードル、ピン、ブレード、またはコーンをたばこロッドに挿入す
ることを含む。
【００７０】
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　さらに、または別の方法として、細長い電気的に絶縁された基体は、1つ以上の鋸歯状
端部を含んでもよく、そこで、鋸歯は、細長い電気的に絶縁された基体の少なくとも一部
をたばこプラグに挿入する工程の間に、抵抗発熱体がたばこプラグへ挿入されやすくなる
ように成形され、また鋸歯は抵抗発熱体がたばこプラグから取り外されにくくなるように
成形される。こうした鋸歯状端部を提供することで、有利なことに、エアロゾル発生物品
がエアロゾル発生装置から取り外される際に、抵抗発熱体がたばこプラグから外れないよ
うにすることができる。
【００７１】
　別の実施形態では、細長い電気的に絶縁された基体はらせん形状を有してもよく、その
結果、抵抗発熱体はたばこプラグに螺合され、およびたばこプラグから螺脱されるが、た
ばこプラグに直接押し込まれたり、たばこプラグから直接引き抜かれたりできないように
なる。こうした実施形態では、細長い電気的に絶縁された基体の少なくとも一部をたばこ
プラグに挿入する工程は、細長い電気的に絶縁された基体の少なくとも一部をたばこプラ
グに螺合することを含む。らせん形状を利用することで、エアロゾル発生物品がエアロゾ
ル発生装置から取り外される際に、抵抗発熱体がたばこプラグから外れないようにするこ
とができる。
【００７２】
　抵抗発熱体がエアロゾル発生物品の残りの部分とともに使い捨てとなる実施形態では、
抵抗発熱体は、低コストの金属および金属合金などの低コスト材料で構成されるのが好ま
しい。あるいは、抵抗発熱体が再利用可能である実施形態では、抵抗発熱体をより高コス
トの材料で製造しても、コスト効果が高くなりうる。例えば、再利用可能な抵抗発熱体は
、非導電性セラミックで形成された細長い電気的に絶縁された基体を含みうる。
【００７３】
　電気的に絶縁された基体は、好ましくは摂氏約700度まで、より好ましくは摂氏約800度
までの動作温度で動作可能である。さらに、または別の方法として、使用中の抵抗発熱体
の動作温度は、摂氏約250度であってもよく、摂氏約300度であるのがより好ましい。
【００７４】
　電気抵抗加熱トラックを形成するための適切な材料としては、ドープされたセラミック
などの半導体、「導電性」のセラミック（例えば、二ケイ化モリブデンなど）、炭素、黒
鉛、金属、金属合金、ならびにセラミック材料および金属材料でできた複合材料が挙げら
れるが、これらに限定されない。こうした複合材料は、ドープされたセラミックまたはド
ープされていないセラミックを含む場合がある。適切なドープされたセラミックの例とし
ては、ドープシリコン炭化物が挙げられる。適切な金属の例としては、チタン、ジルコニ
ウム、タンタル、および白金族の金属が挙げられる。適切な合金の例は、ステンレス鋼、
ニッケル-、コバルト-、クロミウム-、アルミニウム-チタン-ジルコニウム-、ハフニウム
-、ニオビウム-、モリブデン-、タンタル-、タングステン-、スズ-、ガリウム-、マンガ
ン-および鉄を含有する合金、およびニッケル、鉄、コバルト、ステンレス鋼系の超合金
、Timetal（登録商標）および鉄-マンガン-アルミニウム系の合金を含む。
【００７５】
　一部の実施形態では、電気抵抗加熱トラックは、電気抵抗性のある材料（ステンレス鋼
など）の1つ以上のスタンピングした部分を含む。あるいは、電気抵抗加熱トラックは、
加熱用のワイヤーまたはフィラメント（例えばNi-Cr（ニッケル－クロム）、白金、タン
グステンもしくは合金のワイヤー）を含みうる。
【００７６】
　上述の実施形態のいずれかにおいて、抵抗発熱体の上流部分は、電気絶縁材料のディス
クを含むことが好ましく、そこで、ディスクは、少なくとも2つのヒーター電気接点が提
供される上流側面と、電気的に絶縁された基体が延びる下流側面とを含む。細長い電気的
に絶縁された基体の少なくとも一部をたばこプラグに挿入する工程は、ディスクの下流側
面がたばこプラグの上流端に隣接するまで細長い電気的に絶縁された基体を挿入すること
を含む。
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【００７７】
　上流端に電気絶縁材料のディスクを備えた抵抗発熱体を提供することによって、有利な
ことに、抵抗発熱体のたばこプラグへの挿入が容易になる。具体的には、細長い電気的に
絶縁された基体は、電気絶縁材料のディスクの下流側面がたばこプラグの上流端に隣接す
るように抵抗発熱体がたばこプラグに挿入された際に、細長い電気的に絶縁された基体、
よって抵抗加熱トラックが、たばこプラグ内に正しく配置されるようなサイズとしうる。
【００７８】
　また、有利なことには、電気絶縁材料のディスクの上流側面は、少なくとも2つのヒー
ター電気接点を設けることができる大きい表面積を提供し、これにより、抵抗発熱体の製
造が容易になる。
【００７９】
　電気絶縁材料のディスクは、細長い電気的に絶縁された基体と同一の絶縁材料で形成さ
れうるか、または異なる材料で形成されうる。好ましくは、電気絶縁材料のディスクおよ
び細長い電気的に絶縁された基体は、同一の材料で形成される。抵抗発熱体の製造を簡易
化するために、電気絶縁材料のディスクおよび細長い電気的に絶縁された基体は、単一片
の電気絶縁材料から一体型に形成されることが好ましい。例えば、抵抗発熱体は、電気絶
縁材料を電気抵抗加熱トラックの周囲に成形またはキャスティングすることによって、形
成されうる。
【００８０】
　抵抗発熱体が電気絶縁材料のディスクを含む実施形態のいずれかにおいて、ディスクお
よびたばこプラグの両方が実質的に円形断面形状を有することが好ましく、そこで、ディ
スクの直径はたばこプラグの直径と実質的に同一である。これにより、有利なことに、抵
抗発熱体のたばこプラグへの適正な挿入が容易になる。例えば、エアロゾル発生物品の製
造中に管状ガイドを用いて、電気絶縁材料のディスクが確実にたばこプラグと同軸上に配
置されるようにしうる。
【００８１】
　本発明は、上述の本発明の第一の態様の実施形態のいずれかによる、抵抗性のヒーター
要素をたばこプラグ内に含むエアロゾル発生物品の製造に使用するための、たばこプラグ
を製造する方法にまでも及び、そこで、抵抗発熱体は、たばこプラグが形成される際にた
ばこプラグ内に組み込まれる。したがって、本発明の第四の態様によると、本発明の第一
の態様によるエアロゾル発生物品で使用するためのたばこプラグを製造する方法が提供さ
れ、該方法は、電気エネルギー供給を受けるための少なくとも2つのヒーター電気接点を
備えた抵抗発熱体を、成形ベルト上に配置することを含む。たばこスラリーが成形ベルト
上に堆積され、乾燥されて、抵抗発熱体を含む乾燥たばこシートを形成する。抵抗発熱体
を含む乾燥たばこシートがたばこプラグ内に形成されるが、該抵抗発熱体は、たばこプラ
グ内に配置され、およびたばこプラグの上流端から突き出した上流部分を含み、そこで、
抵抗発熱体の上流部分は、電気エネルギー供給を受けるための少なくとも2つのヒーター
電気接点を含む。
【００８２】
　抵抗性のヒーター要素をたばこプラグと一体型に形成することによって、組み立て工程
数が減少することで、エアロゾル発生物品の製造が簡易化されうる。
【００８３】
　抵抗発熱体が成形ベルト上に配置され、次いでたばこスラリーが抵抗発熱体を覆って成
形ベルト上に堆積されてもよい。あるいは、たばこスラリーが成形ベルト上に堆積され、
次いで抵抗発熱体がたばこスラリーの上に重なって成形ベルト上に配置されてもよい。
【００８４】
　乾燥たばこシートをたばこプラグ内に形成する工程は、乾燥たばこシートを圧延するこ
と、および折り畳むことのうちの少なくとも1つを含みうる。
【００８５】
　乾燥たばこシートをたばこプラグ内に形成する工程に適応するために、抵抗発熱体は柔
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軟性を有するのが好ましい。例えば、抵抗発熱体は、柔軟性のある抵抗性ワイヤーを含み
うる。
【００８６】
　ここで、以下の添付図面を参照しながら本発明をさらに説明するが、これは例証として
のみである。
【図面の簡単な説明】
【００８７】
【図１】本発明の第一の実施形態によるエアロゾル発生物品を示す。
【図２】図1に示すエアロゾル発生物品のヒーター電気接点の詳細図を示す。
【図３】図1のエアロゾル発生物品で使用するためのヒーター電気接点の代替的配置を示
す。
【図４】図1のエアロゾル発生物品とともに使用するためのエアロゾル発生装置を示す。
【図５】図4のエアロゾル発生装置に挿入されて、電気加熱式エアロゾル発生システムを
形成する図1のエアロゾル発生物品を示す。
【図６】本発明による、図1のエアロゾル発生物品を形成する方法を図示する。
【図７】本発明の第二の実施形態による、および図4のエアロゾル発生装置とともに使用
するように構成された、エアロゾル発生物品を示す。
【００８８】
　図1は、本発明の第一の実施形態によるエアロゾル発生物品10を示し、エアロゾル発生
物品10は、たばこプラグ12、中空のアセテート管14、高分子フィルター16、マウスピース
18、および外側ラッパー20を含む。
【００８９】
　エアロゾル発生物品10は、たばこプラグ12内に配置された抵抗発熱体22をさらに含み、
抵抗発熱体は、電気絶縁材料のディスク24と、電気絶縁材料のディスク24の下流側面から
延びる細長い電気的に絶縁された基体26とを含む。電気絶縁材料のディスク24および細長
い電気的に絶縁された基体26は、セラミック材料から単一部品として一体型に形成される
。
【００９０】
　電気抵抗加熱トラック28は、細長い電気的に絶縁された基体26内に埋め込まれている。
ヒーター電気接点30が、電気絶縁材料のディスク24の上流側面に提供され、ヒーター電気
接点30は、エアロゾル発生装置から電気抵抗加熱トラック28へ電気エネルギーの供給を行
うために電気抵抗加熱トラック28に接続している。
【００９１】
　図2は、電気絶縁材料のディスク24の上流側面にあるヒーター電気接点30の詳細図を示
す。ヒーター電気接点30は、環状形状を有する第一のヒーター電気接点32と、円形形状を
有し、および第一のヒーター電気接点32の内側に配置された第二のヒーター電気接点34と
、を含む。第一のヒーター電気接点32および第二のヒーター電気接点34は、電気絶縁材料
のディスク24の長軸方向軸を中心とし、したがって、第一のヒーター電気接点32および第
二のヒーター電気接点34の向きは、エアロゾル発生物品10の長軸方向軸回りの回転の向き
に依存しない。
【００９２】
　図3は、図1のエアロゾル発生物品10用のヒーター電気接点の代替的配置を示す。ヒータ
ー電気接点の代替的配置は、第二のヒーター電気接点38から間隙を介した第一のヒーター
電気接点36を含む。エアロゾル発生物品10とともに使用するエアロゾル発生装置における
装置電気接点の構成に依存して、図3に示す代替的なヒーター電気接点配置を用いる場合
、特定の回転の向きでエアロゾル発生物品10をエアロゾル発生装置に挿入することが必要
になりうる。したがって、こうした実施形態では、エアロゾル発生物品10には、エアロゾ
ル発生物品10の適正な回転の向きを確保する割り出しインジケータが提供されうる。例え
ば図3に示すように、溝40が電気絶縁材料のディスク24に設けられてもよく、溝は、エア
ロゾル発生装置上の対応して形成された隆起と整合して、エアロゾル発生物品10のエアロ
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【００９３】
　図4は、図1のエアロゾル発生物品とともに使用するためのエアロゾル発生装置50を示す
。装置50は、電気エネルギー供給源52を再充電可能電池の形態で含む。コントローラ54は
、電池からエアロゾル発生物品10の抵抗発熱体22へ電気エネルギーを供給することを含め
て、装置50の動作を制御する。エアロゾル発生装置50は、電気エネルギー供給源52とコン
トローラ54とを収容する管状ハウジング55を含み、管状ハウジング55は、エアロゾル発生
物品10を受けるためのくぼみ57を画定する。複数の気流入口59が管状ハウジング55に設け
られ、エアロゾル発生物品10とともにエアロゾル発生装置50を使用する間、空気がくぼみ
57内に流れることを可能にする。
【００９４】
　また、エアロゾル発生装置50は、図5に示すように、エアロゾル発生物品10がくぼみ57
に挿入されて電気加熱式エアロゾル発生システム60を形成する際に、エアロゾル発生物品
10のヒーター電気接点30に接触するように配置された、第一の装置電気接点56および第二
の装置電気接点58を含む。電気加熱式エアロゾル発生システム60の作動中、電気エネルギ
ーは、第一の装置電気接点56および第二の装置電気接点58ならびに第一のヒーター電気接
点32および第二のヒーター電気接点34を介して、電池から抵抗発熱体22の抵抗加熱トラッ
ク28へ供給される。
【００９５】
　図6は、図1のエアロゾル発生物品10を形成する方法を図示し、そこで、たばこプラグ12
、中空のアセテート管14、高分子フィルター16、マウスピース18、および外側ラッパー20
が予め組み立てられている。続いて、抵抗発熱体22が、電気絶縁材料のディスク24の下流
側面がたばこプラグ12の上流側面に隣接するまでたばこプラグ12に挿入され、それにより
図1のエアロゾル発生物品10を形成する。
【００９６】
　図7は、本発明の第二の実施形態によるエアロゾル発生物品100を図示する。エアロゾル
発生物品100は、抵抗発熱体を除いて、実質的に図1に示すエアロゾル発生物品10と同一で
あり、同様の参照番号が同様の部品を示すために用いられる。
【００９７】
　エアロゾル発生物品100は、たばこプラグ12内に配置された電気抵抗性ワイヤー126を備
えた抵抗発熱体122を含む。電気抵抗性ワイヤー126は、たばこプラグ12を形成する工程中
に、たばこプラグ12内に組み込まれうる。例えば、電気抵抗性ワイヤー126は、成形ベル
ト上でたばこスラリーと組み合わされてもよく、その後、たばこスラリーを乾燥し、電気
抵抗性ワイヤー126を含む乾燥たばこシートを形成することで、乾燥たばこシートがたば
こプラグ12内に形成される。
【００９８】
　また、抵抗発熱体122は、エアロゾル発生物品100の上流端に設けられた、および電気抵
抗性ワイヤー126と接続した、ヒーター電気接点130を含む。ヒーター電気接点130は、エ
アロゾル発生物品100が図4のエアロゾル発生装置50とともに使用できるように構成されう
る。
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【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】
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